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日本PVプランナー協会は

太陽光発電の普及を通じて脱炭素化社会の実現に貢献することを

宣言します。
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今日お話しするテーマ

1.不適切な営農型太陽光発電のFIT認定取り消し動向

2.営農型太陽光発電の新たな設計・施工ガイドライン



不適切な営農型太陽光発電の
FIT認定取り消し動向
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営農型太陽光発電を巡る議論
今後の望ましい営農型太陽光発電のあり方を検討する有識者会議

農地法制の在り方に関する研究会

自民党の営農型太陽光発電PT

2022年以降、上記のような場で不適切な営農型太陽光発電を巡る規
制を含めた議論が重ねられてきており、特に今年6月には自民党の営
農型太陽光発電PTが政府に提言書を提出している。
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不適切な事例の数字のマジック
調査データのある2,535件のうち、営農に支障のある事例が458件

営農に支障のある458件のうち単収の減少があるのは335件

単収の減少のある335件のうち5割超（168件超？）が地域の平均反
収の0～20％という問題のある事例

単収減少を起こしているのは全体の13％、特に不適切と言えるのは
全体の6.6％であり、言い換えれば少なくとも87％の事例は十分な
収穫量を確保出来ていることになる。
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問題視されているのは何か？
営農型太陽光発電として一時転用許可を受けて設備を設置している
が、農業がほとんどあるいは全く行われていない、行われていても
農地を効率的に利用していないといった事例が問題視。

営農型太陽光発電が「農地法の抜け道」になってしまっているとい
う印象を持たれている。

「一度許可を得てしまえば勝ち」という意識の事業者が多いのも事
実であり、そうした事業者への対応に自治体が苦慮している。
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農地法制の在り方に関する研究会 第3回 徳島県三好市の資料より
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実際の資料をお見せします
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今後の議論の見通し
営農型太陽光発電について法令等で位置づけをしていくことは確定
しており、省令（農地法施行規則）に営農型太陽光発電の基本的な
ルールの定義づけが行われるのではないか。（今年度中）

一時転用許可の基準などについてはガイドライン等で定めていくこ
とについて自民党から提言されており、どのような形になるかはま
だ不明ではあるものの、一定のルール化を図っていくことになるの
ではないか。（来年度以降？）
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営農型太陽光発電の柵塀設置義務化
資源エネルギー庁による「再生可能エネルギー発電設備の適正な導
入及び管理のあり方に関する検討会」の中で、小規模太陽光発電設
備に対する柵塀設置義務化の議論が行われている。

その中で、営農型太陽光発電をどこまで対象とするかも論点となっ
ており、一定の条件下（市街化区域内農地など）では柵塀設置義務
化（従来の例外措置が適用されない）となる方向。

郊外の農地をどうするかは現在議論が進んでいる。
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営農型太陽光発電の
設計・施工ガイドライン改訂
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設計・施工ガイドラインの見直し
2021年に公開された「営農型太陽光発電システムの設計・施工ガイ
ドライン」について、2023年版として新たに改訂版が公開

「営農型太陽光発電設備の傾斜角や遮光率、設置形態の違いによる
風荷重が太陽光発電設備の架台や基礎に与える影響などについて、
風洞実験などをもとに設計方法をガイドラインに反映」している。

全文は引き続きNEDOやJPEAなどのWebサイトに掲載

https://www.jpea.gr.jp/document/handout/guideline2023/
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参考資料も充実
農地における杭の抵抗力試験結果

藤棚式営農型太陽電池アレイの風洞実験（設計用風力係数の検討）

アレイ式（足高式）営農型太陽光発電設備の風洞実験

営農型太陽光発電システムの実態調査

これまで仮説レベルであった事項について、実験結果や実態調査を
行った結果についても様々なデータを公表している。
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実際のガイドラインを確認していきましょう



今後の展開
営農型太陽光発電設備の更なる実態調査を重ねていく。特に不適切
とされている事例の実態を明らかにしていく必要がある。

営農型太陽光発電設備の汎用的な設計を確立できるかどうか。

産総研FREAと連携した「営農型太陽光発電の基礎セミナー」は今
年も開催します。（下記URL）

https://www.aist.go.jp/fukushima/ja/pvom/pvom2023/1017.html

一般社団法人日本 プランナー協会 PV 2023 26



太陽光発電で
次の世代に
豊かな未来を

一般社団法人日本PVプランナー協会
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